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あ
と
が
き

本
書
の
最
終
原
稿
を
ま
と
め
て
い
た
二
〇
二
〇
年
前
半
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
（C

O
V

ID
-19

）
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
、

世
界
中
が
混
乱
に
陥
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
を
巡
っ
て
は
、
百
年
ほ
ど
前
の
ス
ペ
イ
ン
風

邪
の
事
例
を
参
照
し
、
第
二
波
、
第
三
派
の
方
が
死
者
の
数
は
多
か
っ
た
と
、
注
意
を
促
す
記
事
も
見
か
け
た
。
と
こ
ろ
で
、

一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
風
邪
が
北
米
で
流
行
し
た
時
以
降
、
ア
ニ
シ
ナ
ベ
の
人
々
の
間
で
、
鐘
の
音
が
響
く
ジ
ン

グ
ル
・
ド
レ
ス
・
ダ
ン
ス
が
広
ま
っ
た
。
今
日
で
は
、
多
く
の
女
性
が
こ
の
ジ
ン
グ
ル
・
ド
レ
ス
・
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
。
ブ
レ
ン

ダ
・
Ｊ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
（Brenda J. C
hild

）
に
よ
る
と
、
彼
女
自
身
が
聞
い
た
ジ
ン
グ
ル
・
ド
レ
ス
・
ダ
ン
ス
の
始
ま
り
は
、
次

の
よ
う
で
あ
っ
た
。

あ
る
オ
ジ
ブ
エ
（
ア
ニ
シ
ナ
ベ
）
の
少
女
が
病
気
に
な
り
、
今
に
も
死
に
そ
う
に
な
っ
た
。
父
親
は
最
悪
の
事
態
を
恐
れ
、
娘
の
命

を
救
う
た
め
に
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
求
め
た
。
父
親
は
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
あ
る
特
徴
を
持
つ
ド
レ
ス
の
作
り
方
と
独
特
の
踊

り
を
学
ん
だ
。
父
親
は
、
娘
の
た
め
に
ド
レ
ス
を
作
り
、
娘
に
足
が
地
面
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
な
仕
方
で
踊
る
よ
う
に
頼
ん
だ
。
し

ば
ら
く
踊
る
と
、
娘
は
元
気
が
出
て
き
て
、
踊
り
続
け
、
病
気
か
ら
快
復
し
た
。
娘
は
元
気
に
な
っ
た
後
も
、
こ
の
鈴
の
音
が
す
る

ド
レ
ス
を
身
に
付
け
、
踊
り
を
続
け
た
。
そ
し
て
、
最
初
の
ジ
ン
グ
ル
・
ド
レ
ス
・
ダ
ン
ス
結
社
を
組
織
し
た
。＊

二
〇
二
〇
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
最
中
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
か
ら
S
N
S
上
で
、
世
界
中
の

人
々
に
癒
し
を
届
け
よ
う
と
、
ジ
ン
グ
ル
・
ド
レ
ス
・
ダ
ン
ス
を
す
る
先
住
民
族
の
男
女
の
姿
が
数
多
く
映
し
出
さ
れ
て
い
た
。



386

本
書
は
、
神
話
と
歴
史
の
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
幾
つ
か
の
研
究
領
域
に
跨
っ
て
い
る
。
第
一
に
は
、
神
話
学
の
範
疇
に
入

る
が
、
従
来
の
神
話
研
究
と
は
趣
き
が
異
な
る
。
と
い
う
の
も
、
歴
史
的
文
脈
を
強
調
し
、
そ
こ
に
神
話
の
語
り
手
を
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
は
、
宗
教
学
に
お
い
て
先
住
民
族
宗
教
の
神
話
研
究
は
、
い
か
に
位
置
付
け
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
。
第
三
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
研
究
に
お
い
て
、
先
住
民
族
の
宗
教
・
神
話
研
究
を
い
か
に
位
置
付
け
る
の
か
と
い
う
問

題
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
想
定
し
て
い
る
読
者
層
が
異
な
る
の
で
、
宗
教
学
の
専
門
家
に
は
既
に
共
有
さ
れ
て
い
る
議
論
も
、
他
分
野
の

研
究
者
に
分
か
る
よ
う
に
簡
潔
な
説
明
を
し
た
た
め
、
専
門
家
か
ら
す
る
と
物
足
り
な
い
議
論
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

本
書
は
、
筆
者
が
今
ま
で
に
折
に
触
れ
て
発
表
し
て
き
た
北
米
先
住
民
族
の
神
話
、
儀
礼
等
に
関
す
る
論
文
を
、
歴
史
に
お
け
る
文

化
交
渉
と
宗
教
・
神
話
と
い
う
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
大
幅
に
加
筆
、
修
正
し
て
、
ま
と
め
な
お
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

論
文
の
初
出
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

初
出

序
章
　
前
半
は
書
下
ろ
し
。
後
半
の
先
住
民
性
の
概
念
（indigeneity, indigenousness

）
と
そ
の
異
種
混
淆
性
と
液
状
性
に

関
す
る
議
論
は
、
下
記
が
初
出
で
あ
る
。T

akeshi K
im

ura, “T
ow

ard H
ybrid and Liquid Indigeneity,”

『
哲
学
・
思
想
論

集
』
四
二
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
四
四
（
七
五
）～
三
五
（
八
四
）
頁
。

第
一
章
　「
北
米
植
民
地
時
代
の
コ
ン
タ
ク
ト
・
ゾ
ー
ン
に
お
け
る
『
ビ
ー
バ
ー
の
骨
』
と
『
笑
い
』
を
め
ぐ
る
先
住
民
族
と
イ
エ

ズ
ス
会
士
」、『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
二
一
号
、
二
〇
〇
三
年
三
月
、
一
八
五
～
一
九
一
頁
。
元
の
論
文
は
、
本
章
の
第
二
節
ま
で
の

短
い
も
の
で
あ
っ
た
。
第
三
節
は
、
本
書
の
た
め
に
書
き
加
え
た
。
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第
二
章
　「「
母
な
る
大
地
」
を
巡
る
宗
教
史
学
的
考
察
」、『
宗
教
研
究
』
第
七
〇
巻
第
二
輯
（
三
〇
九
号
）、
一
九
九
六
年
九
月
、

四
七
～
六
九
頁
。
こ
の
論
文
を
書
い
た
当
時
は
、
本
書
の
テ
ー
マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
気
づ
い
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

古
い
論
文
で
は
あ
る
が
、
文
化
交
渉
の
観
点
を
組
み
入
れ
て
、
加
筆
、
修
正
を
行
っ
た
。

第
三
章
　「
北
米
先
住
民
族
ホ
ピ
を
巡
る
歴
史
と
神
話
」、
荒
木
美
智
雄
編
著
『
世
界
の
民
衆
宗
教
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
四

年
、
一
〇
七
～
一
二
九
頁
。

第
四
章
　「
語
ら
れ
た
神
話
：
北
米
北
西
海
岸
文
化
地
域
ハ
イ
ダ
神
話
か
ら
」、
篠
田
知
和
基
編
集
、
栗
原
成
郎
・
吉
田
敦
彦
ほ
か
著

『
神
話
・
象
徴
・
文
化
Ⅱ
』、
楽
瑯
書
院
、
二
〇
〇
六
年
、
一
一
七
～
一
三
三
頁
。

第
五
章
　「
ナ
ヴ
ァ
ホ
・
ホ
ピ
に
お
け
る
蜘
蛛
女
（
蜘
蛛
婆
）
と
織
物
の
起
源
」、
篠
田
知
和
基
編
『
神
話
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
』
楽
瑯

書
院
、
二
〇
一
四
年
、
三
四
九
～
三
六
九
頁
。

第
六
章
　「
ウ
ィ
ン
デ
ィ
ゴ
―
神
話
と
人
格
変
容
の
間
」、『
筑
波
大
学
地
域
研
究
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
八
年
、
三
九
～
五
六
頁
。

第
七
章
　「
ホ
ピ
昆
虫
神
話
」、『
哲
学
・
思
想
論
集
』
四
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
、
二
五
〇
（
一
）〜
二
三
四
（
一
七
）
頁
。

第
八
章
　"T

he B
iographical E

ssay of John A
. G

ibson

（1850-1912

）, the Seneca C
hief of the Six N

ations 

R
eserve, O

ntario, C
anada," 

『
哲
学
・
思
想
論
集
』
三
七
号
、
二
〇
一
二
年
三
月
、
一
六
二
（
三
三
）〜
一
二
六
（
六
七
）
頁
。

第
九
章
　"T
he C

ayuga C
hief Jacob E

. T
hom

as: W
alking a N

arrow
 Path B

etw
een T

w
o W

orlds", in T
he 

C
anadian Journal of N

ative Studies, 18, no.2 

（1999

）: 313-333.

第
十
章
　「
神
話
語
り
の
芸
術
的
表
象
―
ハ
イ
ダ
の
芸
術
家
ビ
ル
・
リ
ー
ド
に
見
ら
れ
る
二
重
の
他
者
性
と
先
住
民
族
性
」（『
哲

学
・
思
想
論
集
』
第
三
二
号
）、
二
〇
〇
七
年
、
二
五
～
四
二
頁
。

第
八
章
は
、
一
九
九
四
年
か
ら
一
九
九
六
年
に
か
け
て
カ
ナ
ダ
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
シ
ッ
ク
ス
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
ザ
ー
ブ
で
行
っ
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た
現
地
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
本
章
の
も
と
に
な
る
論
文
の
執
筆
は
一
九
九
八
年
か
ら
一
九
九
九
年
頃
に
掛
け
て
行
っ
た
。
シ
ッ
ク

ス
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
議
会
の
ケ
ン
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
氏
に
は
、
シ
ッ
ク
ス
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
議
会
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
記
録
を
見
る

許
可
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
シ
ッ
ク
ス
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
レ
コ
ー
ド
・
セ
ン
タ
ー

の
ア
ン
・
ス
コ
ッ
ト
さ
ん
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
記
録
を
調
査
す
る
間
、
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
カ
ナ
ダ
、
オ
ン
タ
リ
オ
の
S‌

N‌

R
の
故
カ
ユ
ガ
首
長
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
E
・
ト
ー
マ
ス
氏
に
は
、
特
別
に
お
世
話
に

な
っ
た
。
カ
ユ
ガ
語
で
書
か
れ
た
「
ギ
ブ
ソ
ン
夫
人
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
に
語
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
」
と
い
う
文
書

を
、
英
語
に
訳
す
の
を
ジ
ェ
イ
ク
は
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
一
九
九
五
年
の
夏
と
一
九
九
六
年
の
春
に
ジ
ェ
イ
ク
は
そ
れ
ぞ
れ
一
週
間
、

私
の
調
査
の
た
め
に
時
間
を
取
っ
て
く
れ
た
。
彼
の
協
力
な
く
し
て
は
、
S‌

N‌

R
の
歴
史
を
深
く
知
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ

う
。
翻
訳
を
作
る
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ホ
デ
ノ
シ
ョ
ニ
・
イ
ロ
ク
ォ
イ
連
合
の
豊
か
な
口
承
伝
承
の
世
界
も
教
え

て
く
れ
た
。
筆
者
が
若
い
時
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ジ
ェ
イ
ク
・
ト
ー
マ
ス
首
長
の
思
い
出
は
、
筆
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
る
。
カ

ナ
ダ
文
明
博
物
館
に
は
「
ギ
ブ
ソ
ン
夫
人
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
に
語
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
生
涯
」（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ワ
イ
ザ
ー
、

A
・
A
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン:

（III-I64M

）Box:180, folder:4.I

）
の
コ
ピ
ー
を
快
く
作
成
し
て
く
れ
、
筆
者
に
送
付
し
て
く
だ
さ
っ

た
親
切
に
感
謝
を
述
べ
た
い
。
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
の
イ
ロ
ク
ォ
イ
研
究
学
部
長
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
故
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
N
・
フ
ェ

ン
ト
ン
教
授
は
、
本
章
の
初
稿
に
目
を
通
し
て
く
だ
さ
り
、
有
益
な
助
言
を
く
だ
さ
っ
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

な
お
、
こ
の
章
の
内
容
は
部
分
的
に
、
木
村
武
史
、『
北
米
先
住
民
ホ
テ
ィ
ノ
ン
シ
ョ
ン
ー
ニ
（
イ
ロ
ク
ォ
イ
）
神
話
の
研
究
』、
大

学
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
と
重
な
る
部
分
が
あ
る
。
二
〇
一
二
年
出
版
の
英
語
の
論
文
に
は
、
こ
の
著
作
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

細
か
い
歴
史
的
事
実
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
異
な
る
研
究
と
い
え
る
。

第
四
章
の
ガ
ハ
ン
ド
ル
が
語
っ
た
神
話
に
つ
い
て
は
、
ハ
イ
ダ
部
族
自
治
政
府
（C

ouncil of H
aida N

ation

）
が
著
作
権
を
所

有
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
こ
こ
で
改
め
て
記
し
て
お
き
た
い
。
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第
九
章
の
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
E
・
ト
ー
マ
ス
氏
の
写
真
を
提
供
し
て
く
れ
た
イ
ボ
ン
ヌ
・
ト
ー
マ
ス
氏
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
感

謝
の
意
を
表
し
た
い
。
本
書
の
た
め
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
す
る
メ
ー
ル
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
二
十
数
年
振
り
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

快
く
提
供
し
て
く
れ
た
。

本
書
に
所
収
し
た
各
章
は
、
足
掛
け
、
二
〇
年
以
上
の
年
月
に
亙
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
筆
者
の
問
題
関
心
は
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
の
た
め
に
加
筆
、
修
正
を
す
る
過
程
で
、
一
貫
し
て
文
化
接
触
・
文
化
交
渉
と
い
う
問
題

に
関
心
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま
た
、
改
め
て
筑
波
大
学
大
学
院
入
学
時
に
、
シ
カ
ゴ
学
派
流
の
宗
教
学
の
基
礎
を
教
え
て
下

さ
っ
た
故
荒
木
美
智
雄
先
生
に
は
感
謝
の
意
を
記
し
た
い
。
筆
者
の
シ
カ
ゴ
大
学
留
学
時
に
は
、
学
風
が
大
き
く
変
化
す
る
時
期
で
あ

り
、
そ
の
影
響
は
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

最
後
に
な
る
が
、
筑
波
大
学
出
版
会
運
営
委
員
に
は
、
本
書
の
提
案
を
検
討
し
、
出
版
企
画
と
し
て
承
認
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
特
に
、
査
読
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
に
は
、
繰
り
返
し
原
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
貴
重
な
意
見
を
賜
り
、

こ
の
場
で
感
謝
の
意
を
述
べ
た
い
。
な
お
、
第
三
章
「
北
米
先
住
民
族
ホ
ピ
を
巡
る
歴
史
と
神
話
」
は
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら
出
版

さ
れ
た
荒
木
美
智
雄
編
『
世
界
の
民
衆
宗
教
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
論
文
に
加
筆
、
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
編
集

部
の
方
に
は
、
本
書
に
加
筆
・
修
正
の
原
稿
を
再
録
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
図
一
北
米
先
住
民
族
文

化
圏
地
図
は
吉
田
敦
彦
編
『
世
界
の
神
話
英
雄
事
典
』（
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
）
に
掲
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